
    平成22年度地域別最低賃金改定状況平成22年度地域別最低賃金改定状況平成22年度地域別最低賃金改定状況平成22年度地域別最低賃金改定状況

都道府県名 最低賃金時間額【円】

茨城 690 ( 678 ) 

千葉 744 ( 728 ) 

東京 821 ( 791 ) 

神奈川 818 ( 789 ) 

静岡 725 ( 713 ) 

愛知 745 ( 732 ) 

大阪 779 ( 762 ) 

全国加重平均額 730 ( 713 ) 
  ※ 括弧書きは、平成21年度地域別最低賃金額 
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リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
来
、
日
立
な
ど
の
大
企
業
は
「
構

造
改
革
」
を
叫
び
、
派
遣
切
り
や
リ
ス
ト
ラ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
「
こ
ん
な
時
期
だ
か
ら
賃
上
げ
な
ん
て･･･

」｢

派
遣
や

契
約
社
員
に
は
賃
上
げ
な
ん
て
期
待
で
き
な
い･･･｣

「
円
高

で
日
本
の
経
済
の
先
が
見
え
な
い･･

･

」
と
生
活
改
善
を
要

求
す
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
て
い
ま
せ
ん
か
？

最最最最
低低低低
賃賃賃賃
金金金金
のののの
引引引引
きききき
上上上上
げげげげ
をををを

「
最
低
賃
金
を
時
給
千
円
に
」
の
運
動
の
成
果
で
、
今
年

の
地
域
別
最
低
賃
金
は
、
適
用
労
働
者
に
よ
る
加
重
平
均
で

17
円
の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
生
活
を
保
障

す
る
賃
金
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は

歓
迎
す
べ
き
で
す
。
こ
の
最
低
賃
金
は
、
ま
さ
に
最
低
の
賃

金
を
規
定
す
る
と
共
に
、
現
在
、
最
低
賃
金
以
上
で
働
い
て

い
る
人
た
ち
の
賃
金
も
、
底
上
げ
を
す
る
た
め
の
力
に
な
り

ま
す
。

派
遣
労
働
者
の
賃
金
引
上
げ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
契
約
単
価

の
引
き
上
げ
で
す
。
大
企
業
は
無
理
な
単
価
引
下
げ
を
要
求

し
「
原
価
低
減
」
を
強
行
し
て
い
ま
す
が
、
社
会
全
体
の
世

論
は
最
低
賃

金
の
引
き
上

げ
＝
人
件
費

増
加
に
よ
る

単
価
引
き
上

げ
で
す
。
早

い
時
期
に
最

低
賃
金
を
時

給
千
円
に
し
、

さ
ら
に
若
年

単
身
者
の
最

低
生
計
費
を

実
現
す
る
時

給
千
三
百
円

へ
の
引
き
上

げ
が
必
要
で

す
。大大大大

企企企企
業業業業
はははは
「「「「
金金金金
ああああ
まままま
りりりり
」」」」

日
立
な
ど
の
大
企
業
は
、
昨
年
の
大
幅
赤
字
を
、
人

件
費
削
減
や
下
請
け
い
じ
め
の
調
達
コ
ス
ト
削
減
な
ど

の
「
リ
ス
ト
ラ
効
果
」
と
、
政
府
援
助
の
「
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
」
な
ど
で
業
績
を
Ｖ
字
的
に
改
善
し
て
き
ま
し
た
。

自
動
車
や
電
機
な
ど
輸
出
関
連
企
業
を
中
心
に
、
純
利

益
を
４
兆
円
か
ら
７
兆
円
に
増
や
し
、
内
部
留
保
を
１

年
間
で
２
３
３
兆
円
か
ら
２
４
４
兆
円
ま
で
膨
張
さ
せ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
手
元
資
金
は
５
２
兆
円
と
な
り

「
空
前
の
金
あ
ま
り
」
状
態
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
「
あ
ま
り
金
」
を
国
内
経
済
の
活
性

化
に
使
お
う
と
は
一
切
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
国
内
に
見

切
り
を
つ
け
「
エ
コ
」
を
売
り
物
に
海
外
の
社
会
イ
ン

フ
ラ
需
要
、
海
外
生
産
に
大
き
く
舵
を
切
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
海
外
で
い
く
ら
儲
け
て
も
国
内
に

還
元
し
よ
う
と
は
し
ま
せ
ん
。
税
金
も
海
外
利
益
は
控

除
制
度
が
あ
り
免
除
さ
れ
て
い
ま
す
。
利
益
第
一
主
義

で
リ
ス
ト
ラ
を
進
め
る
企
業
が
、
海
外
利
益
を
労
働
者

に
還
元
す
る
と
は
誰
も
考
え
ま
せ
ん
。
グ
ロ
ー
バ
ル
大

企
業
は
栄
え
て
も
国
民
は
疲
弊
し
、
ま
す
ま
す
「
日
本

は
成
長
し
な
い
国
」
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

社
会
的
連
帯
で
生
活
改
善

円
高
が
進
め
ば
そ
れ
を
理
由
に
リ
ス
ト
ラ
を
行
い
、
社
会

不
安
を
広
げ
、
ま
す
ま
す
内
需
が
縮
小
さ
れ
景
気
が
悪
く
な

る
。
こ
ん
な
「
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
」
か
ら
抜
け
出
す
道
は
、

「
空
前
の
金
あ
ま
り
」
状
態
と
な
っ
て
い
る
大
企
業
に
、
ふ

さ
わ
し
い
負
担
を
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
道
は
非
正
規
の

労
働
者
の
正
規
雇
用
と
賃
金
の
引
き
上
げ
で
す
。
職
場
で
は

正
規
や
非
正
規
、
総
合
職
と
専
任
職
、
男
女
、
成
果
能
力
主

義
な
ど
様
々
な
格
差
や
差
別
が
あ
り
、
み
ん
な
で
共
に
力
を

合
わ
せ
る
こ
と
を
妨
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
壁
を
乗
り
越
え
、
正
規
も
非
正
規
も
一
緒
に
な
っ
て

大
企
業
に
社
会
的
責
任
を
果
た
さ
せ
る
運
動
に
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
一
歩
は
、
あ
き
ら
め
ず
「
要
求
す
る
こ
と
で
す
！
」

派遣や契約社員の賃上げは可能だ

★ビラや情報をホームページで見られます。
ﾊﾟｿｺﾝ http://hitachikon.net

ｹｰﾀｲ http://hitachikon.net/i

★仕事、生活などの相談も受け付けます。
Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net

TEL(携帯) 090-9121-0602(多田)
ＱＲコードに
アクセス！

働き が い の ある 人 間 ら しい 仕 事 を

＜発行＞
２０１０年１１月

第１８３号
日 立 関 連 労 働 者 懇 談 会

〒108-0073 東京都港区三田3-2-20
（電機労働者懇談会気付）

TEL(03)3455-6006 FAX(03)3451-3595

日 立 懇
★もよりの連絡先
茨 城 090-8747-6239 (馬場)
茨 城 090-6142-6153 ( 堀 )
東 京 090-3534-8626 (谷口)
神奈川 080-5060-7728 (中村)
静 岡 090-9121-0602 (多田)
愛 知 090-4253-1217 (成木)
大 阪 06-6939-2905 ( 森 )

「電機懇」２０１１年春闘

要求アンケートにご協力を
日立懇は「電機懇生活改善要求アンケート」に今年も取り組み

ます。組合員、非組合員、管理職、派遣や請負で働く方、企業の

違いを超え、誰でも参加できるアンケートです。ぜひご協力くだ

さい。



日立懇第19回総会が10月２日、３日に、神奈川県の「いこいの村

あしがら｣で開催されました。特別報告として「日立工機の再雇用の

たたかい」と「ルネサスエレのリストラへの反撃」が紹介されまし

た。その後、各職場から活発な意見が出されました。

●10年下期は仕事量が３割減る。

今後の作業量減少が不安だ。

●日立は海外で働くための教育に

熱心なようだが、「海外に行け」

だけでは先が見えない。

●人が少ない中で長時間過密労働

が続いている。妊娠した女性はや

めたいと話している。

●職場の上司がメンタルで休職と

なり、仕事量が増えた。

●問題を乗り越えることで人間関係が見えてきた。上っ面の付き合

いでなく深いところで付き合っていける人が必要。

●企業の攻撃が、派遣労働者から正社員の弱い層へ移ってきた。

●日立関連の女性相談者は、格付けを３ランク下げられ、賃金が初

任給レベルになって、生活ができない状況になった。

●再雇用制度の内容がオープンになっていないので、組合に改善を

申し入れた。

●最近、仕事量がすごく増えている。職場では障がい者も含めて、

残業や休日出勤までするような状態になってしまった。

登登登登
録録録録
型型型型
派派派派
遣遣遣遣
会会会会
社社社社
をををを
紹紹紹紹
介介介介
にににに

労労労労
組組組組
もももも
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言言言言
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発発発発
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ずずずず
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「
シ
ニ
ア
社
員
制
度
は
現
行
の
ま
ま
で
変
更

は
無
い
。
４
日
/
週
・
５
日
/
週
も
制
度
と
し

て
あ
る
」
と
の
会
社
説
明
に
基
づ
き
、
契
約
更

新
の
面
談
で
４
日
/
週
の
勤
務
を
希
望
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
職
場
上
長
の
「
（
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
）

社
内
で
探
し
た
が
、
シ
ニ
ア
社
員
に
は
４
日
勤

務
で
の
仕
事
は
無
い
。
今
後
業
務
量
は
減
少
す

る
」
「
ど
う
し
て
も
４
日
勤
務
を
希
望
す
る
な

ら
登
録
型
派
遣
会
社
を
紹
介
す
る
」
と
の
回
答

に
は
ビ
ッ
ク
リ
！
今
の
ご
時
世
で
登
録
型
派
遣

で
自
分
で
仕
事
を
探
せ
と
は
。

相
談
に
乗
っ
た
労
組
役
員
も
こ
れ
に
は
「
ウ
ー

ン
」
と
言
葉
発
せ
ず
！
一
方
、
上
期
は
予
算
大

幅
超
過
の
黒
字
と
の
こ
と
。
こ
れ
か
ら
は
大
い

に
４
日
/
週
以
上
の
勤
務
を
希
望
し
ま
し
ょ
う
。

日
立
オ
ム
ロ
ン

人人人人
がががが
ほほほほ
しししし
いいいい

結
構
、
製
品
事
故
、
部
品
故
障
が
多
い
せ
い

か
担
当
部
署
で
は
忙
し
い
よ
う
で
す
。
8
、
9

月
は
月
20
時
間
の
残
業
を
行
っ
た
と
い
い
ま
す
。

人
が
減
ら
さ
れ
、
慣
れ
な
い
人
で
仕
事
を
や
ら

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
も
原
因
と
い
わ
れ
ま
す
。

無
理
を
し
て
体
を
壊
し
て
入
院
し
た
人
も
い

ま
す
。
責
任
感
の
強
い
人
ほ
ど
大
変
だ
と
言
い

ま
す
。
9
月
20
日
、
定
年
で
退
職
者
が
い
て
も

代
わ
り
の
人
が
入
ら
ず
、
周
り
の
人
で
や
っ
た

と
い
い
ま
す
。
10
月
も
辞
め
る
人
が
い
る
の
で

人
が
ほ
し
い
。

日
立
工
機

リリリリ
スススス
トトトト
ララララ
はははは
ごごごご
めめめめ
んんんん

（
日
立
超
Ｌ
）
で
は
今
期
に
入
っ
て
か
ら
、

ル
ネ
サ
ス
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
か
ら
の
仕
事
が

大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ル
ネ
サ
ス

の
仕
事
を
ル
ネ
サ
ス
グ
ル
ー
プ
内
で
行
な
う
よ

う
に
し
て
い
る
た
め
で
、
ル
ネ
サ
ス
グ
ル
ー
プ

外
と
い
う
点
で
は
Ｎ
Ｅ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
の
会
社
な

ど
も
同
じ
状
況
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。
今
後
、

ル
ネ
サ
ス
の
合
理
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
こ
の

傾
向
は
さ
ら
に
進
ん
で
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
日
立
超
Ｌ
）
で
は
こ
の
よ
う
な
変
化
に
対

し
て
、
日
立
グ
ル
ー
プ
内
の
仕
事
の
比
率
を
増

や
し
て
、
ル
ネ
サ
ス
の
減
少
分
を
取
り
戻
そ
う

と
し
て
い
ま
す
が
、
長
年
に
わ
た
っ
て
培
わ
れ

て
き
た
会
社
の
関
係
を
急
に
切
り
替
え
ら
れ
る

訳
も
な
く
、
大
変
苦
戦
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
数
年
、
会
社
の
業
績
回
復
の
た
め
に
身

を
削
っ
て
協
力
し
て
き
た
従
業
員
の
た
め
に
も
、

今
回
の
変
化
が
さ
ら
な
る
リ
ス
ト
ラ
な
ど
へ
と

つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
す
る
対
策
を
、
早
期
に

確
立
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

日
立
超
Ｌ

増増増増
ええええ
続続続続
けけけけ
るるるる
メメメメ
ンンンン
タタタタ
ルルルル
ヘヘヘヘ
ルルルル
スススス
にににに

職職職職
場場場場
かかかか
らららら
不不不不
安安安安
のののの
声声声声

全
社
的
に
精
神
系
疾
患
に
よ
る
休
職
者
が
年
々

増
え
て
い
ま
す
。
発
生
率
は
職
種
や
部
署
に
よ
っ

て
異
な
る
よ
う
で
す
が
、
傾
向
と
し
て
年
齢
が

40
歳
未
満
、
職
位
が
担
当
の
人
が
多
い
よ
う
で

す
。
知
り
合
い
の
若
い
人
で
も
休
職
中
も
し
く

は
治
療
を
続
け
な
が
ら
働
い
て
い
る
と
い
う
人

が
何
人
か
い
ま
す
。

最
近
、
休
職
者
が
出
て
し
ま
っ
た
某
職
場
で

は
、
「
以
前
か
ら
深
夜
残
業
が
多
く
て
、
最
近

は
元
気
が
な
か
っ
た
の
で
心
配
し
て
い
た
」

「
そ
の
人
が
担
当
し
て
い
た
業
務
を
そ
の
ま
ま

引
き
継
が
さ
れ
た
の
で
、
今
度
は
自
分
が
病
ん

で
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
心
配
」
と
い
っ
た

声
が
聞
か
れ
ま
す
。

会
社
は
、
過
密
労
働
の
是
正
な
ど
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
の
根
本
対
策
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

真
剣
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
「
健
康

管
理
＝
自
己
責
任
」
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
く

対
策
は
、
も
う
通
用
し
ま
せ
ん
。

日
立
電
子
サ
ー
ビ
ス

派派派派
遣遣遣遣
をををを
正正正正
社社社社
員員員員
にににに

日
立
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
お
い
て
、
派
遣
社

員
の
総
人
数
は
１
，
６
８
０
名
（
６
／
末
）
で

す
が
、
過
去
１
年
間
に
派
遣
か
ら
正
社
員
に
な
っ

た
人
数
は
、
わ
ず
か
６
名
（
０
、
３
６
％
）
で

す
。派

遣
と
は
、
本
来
、
一
時
的
な
労
働
を
行
う

も
の
で
あ
り
、
継
続
し
た
仕
事
に
つ
い
て
い
る

労
働
者
は
、
正
社
員
と
し
て
雇
用
す
る
の
が
、

法
の
趣
旨
で
す
。
し
か
し
現
実
に
は
99
％
の
人

が
、
派
遣
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
派
遣
社
員
や
臨
時
員
な
ど

の
細
切
れ
雇
用
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
仕

事
は
あ
る
の
に
、
労
働
者
を
短
期
の
雇
用
で
入

れ
替
え
る
よ
う
な
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

日
立
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
清
水

●●●● ダダダダイイイイエエエエッッッットトトトにににに奇奇奇奇跡跡跡跡ななななしししし

私は食べることが大好きなので、いつも体重を気にして

います。この間知人からローフードという健康的に痩せられ活力

も出る食生活があると聞き、早速やってみようと思いました。と

ころが、なかみは生野菜と生果物が基本。それだけで大丈夫か心

配になり調べると「実践女性の3割が無月経…」とのこと。それは

健康的ではありませんね。ダイエットに奇跡なし、やはりバラン

ス良い食生活と、適度

な運動に戻ってくるん

だなと思いました。

投
稿
歓
迎

（このコーナーへの投稿をお待ちしています。）

Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net にどうぞ！！

日日日日立立立立懇懇懇懇第第第第１１１１９９９９回回回回総総総総会会会会をををを開開開開催催催催

話す・つながる・変える


